
比較的調査しやすい財産です。

１．相続人の中に認知症の方がいる場合の問題点
今月号では、「相続人の中に認知症の方がいる場合の

相続手続き」をテーマに説明して行きます。

２．問題の所在
遺産分割協議は、どの遺産を相続人の誰が取得

するかを「話し合い」で決めることです。そして、
話し合いをするには、当事者が「公平」な立場で
あることが大切です。

しかし、認知症の方は、判断能力が不十分であっ
たり低下しているため、時に自分に不利な話し合い
がされているにも関わらずそれに気付くことができ
ないことがあります。

このように、判断能力が十分な方とそうでない方
とが話し合いをすることは「公平」であるとは言い
難く、そこに問題があります。

３．対応方法
認知症などで判断能力が不十分・低下している方が

「公平」な立場で話し合いをするには、その方をサポー
トする必要があります。そして、そのための制度として
「成年後見制度」があります。

今回の事案では、成年後見制度を利用して相続手続き
を進める必要があります。

４．成年後見制度とは
成年後見制度は、判断能力が不十分な方を法律面や生

活面で保護したり支援するための制度です。
具体的には、家庭裁判所で選任された成年後見人等が、

判断能力の低下した方に代わって契約などを行い、財産
を適切に管理して支援する制度です。

５．成年後見制度の詳細
成年後見制度は、①判断能力低下の有無、②判断能力

の程度により、次のように分かれます。

「法定後見制度」は、既に判断能力が低下している方
を対象としています。

「任意後見制度」は、今は判断能力が低下していない
方を対象に、将来、判断能力が低下した場合に備えて契
約を契約をしておくものです。

６．名前は書けるけど・・・
相続登記のご相談を受けていると、「認知症ですが名

前は書けます。それではダメですか？」と聞かれること
があります。

遺産分割協議は、どの遺産を相続人の誰が取得するか
を「話し合い」で決めるものです。そして、話し合うた
めには、「どのような種類の遺産があるか」「自分の相
続分はどれだけか」「遺産を取得したりしなかったりす
ることで、自分の財産や生活などにどのような影響があ
るか」を十分理解したうえで判断する必要があります。

ですので、名前が書けるというだけでは不十分です。

今回は、認知症の場合について説明しましたが、知的
障害や精神障害の方の場合も同様です。
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豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
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今月のテーマ 「相続人の中に認知症の方がいる場合の相続手続き」

２月は所属している団体の会議が東京で二日日程で開
催されます。それで、そのタイミングで大学時代のサー
クル仲間と集まるようにしています。

今年は、コロナの影響で３年ぶりの再会となりました
が、みんな全然変わらずで、大学時代のことを昨日のよ
うに話し、あっという間に時間が過ぎていきました（み
んな、いい意味で「オッサン」になってました（笑））。

それで、話題の一つが「子どもの受験」です。みんな
結婚が早かったため子どもも大きく、「去年大学受験し
たよとか、今年・来年が受験だよ」っていう話しです。

それでですね、皆さん。改めて振り返ると、自分自身
が大学生に戻った感覚で昔話をしつつ、現実社会の自分
たちの子どもの大学受験の話しもしてるって、結構
シュールだなぁ・・・って思いませんか？（笑）

「プチ同窓会」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）

低い ＜ 判断能力＞ 高い

成年後見制度

法定後見制度

後見類型 保佐類型 補助類型

任意後見制度

任意後見契約


